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ままちのまちのトトピピッッククススままちのまちのトトピピッッククスス

6日 下田人権擁護委員協議会総会

11～20日 春の全国交通安全運動

14日 遊・viva！カプラフェスティバル

15日 消防団規律訓練

16・17日 臨時市議会

21・22日 東日本大震災復興支援チャリティー

下田元気祭

24日 交通安全協会下田地区支部総会

25日 下田市連合体育大会

寿大学開講式

27日 下田市身体障害者福祉会大会及び総会

28日 下田市津波避難訓練

交通安全子供自転車下田地区大会

今年度の教育旅行受け入れが始まりました。子どもたち

は、乗船体験やアジの開きづくりなどを体験し、下田の自然

を学びます。東日本大震災の影響により、市内合計で13校・

約1,830人と例年に比べ大幅に少ない受け入れとなります。

教育旅行の受け入れが始まる5/12

毎年恒例となっているミニ蒸気機関車の運行が、中村東

公園で行われました。このイベントを楽しみにしていた親

子連れが長蛇の列をつくるなか、1周130mの線路を煙をあ

げて力走する機関車に子どもたちは大喜びでした。

ミニ蒸気機関車走る！5/3

白浜小学校にて、カプラフェスティバルが開催されまし

た。カプラとはフランス発祥の木製造形ブロックのことで、

子どもたちはタワーやかまくら、橋などを壊さないように

ゆっくりと積み重ねてつくり、楽しんでいました。

遊・VIVA！ カプラフェスティバル！
あそ び ば

5/14
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東日本大震災の被災地支援で、市から岩手県山田町に派遣され

た黒田幸雄課長補佐（写真右から2人目）から活動の報告があり
くろ だ ゆき お

ました。黒田補佐は、「被災地は津波被害後に、火災が発生したた

め、まるで空爆を受けた跡のようだった。被災直後は孤立状態だっ

たが、高速道路が整備されていたため救援が早く対応でき、改め

て伊豆縦貫自動車道の必要性を痛感した。この経験を今後の市の

防災に役立てたい。」と報告しました。市では、県の要請に基づ

き、今後も被災地へ職員の派遣を行っていきます。

伊豆縦貫自動車道の必要性を痛感5/2

東日本大震災被災地復興支援と下田の経済と人々の気持ちを向

上させることを目的とした下田元気祭が市民文化会館を主会場に

盛大に行われました。よさこいやフラダンス、太鼓演奏などの各

コンサートやチャリティーマーケットには、多くの人が訪れ、賑

わいました。今回の元気祭で集められた義援金は、中央共同募金

会を通じて、被災地の皆様へ届けさせていただきます。

下田元気祭開催5/21・22
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市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

い
避
難
さ
れ
た
皆
様
の
情
報
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

避
難
者
の
皆
様
に
任
意
で
市
に

避
難
先
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
静
岡
県
を
通
じ
、
避
難

元
の
県
に
対
し
て
避
難
者
の
皆
様

の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
避
難
元
の
県
か
ら
避
難
者

の
皆
様
へ
各
種
通
知
や
情
報
提
供

等
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様

方
に
は
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
皆
様
は
、

情
報
提
供
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
市
民
課
窓
口
ま
で
ご
提
出

く
だ
さ
い
（
情
報
提
供
書
は
市
民

課
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

問
合
せ
先

市
民
課
市
民
係

緯
鰻
２
２
１
５

＊納期内に納めましょう。

＊納税は便利な口座振替で

＊口座振替は残高確認を！

６月の納税

市県民税 １期

国民健康保険税 ２期

（納期は６月30日）

梅
雨
シ
ー
ズ
ン
は
土
砂
災
害
の

起
こ
り
や
す
く
な
る
時
期
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
危
険
な
場
所

が
あ
る
か
調
べ
、
普
段
か
ら
避
難

場
所
や
避
難
経
路
に
つ
い
て
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、雨
、
台

風
、
地
震
な
ど

の
気
象
情
報
に

常
に
注
意
し
危

険
を
感
じ
た
ら

速
や
か
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
時
は
危
険
で
す

・
が
け
か
ら
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
と

落
ち
て
く
る

・
山
鳴
り
が
す
る

・
急
に
川
の
流
れ
が
濁
り
流
木
が

混
ざ
っ
て
い
る

危
険
な
場
所
を
調
べ
る
に
は

http://sabougis.pref.shizuoka.jp/

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
土
木
災
害
情
報
は

http://sipos.shizuoka2
.jp/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

下
田
土
木
事
務
所
緯
厩
２
１
１
３

建
設
課
土
木
管
理
係
緯
鰻
２
２
１
９

市
民
課
防
災
係

緯
鰻
２
２
１
５

静
岡
県
及
び
県
内
市
町
で
は
、

法
令
遵
守
と
納
税
の
公
平
性
を
図

る
た
め
、
特
別
徴
収
義
務
者
の
指

定
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
下

田
財
務
事
務
所
管
内
で
は
、
平
成

年
度
か
ら
全
て
の
事
業
所
を
特

２３別
徴
収
義
務
者
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ
る

事
業
所
は
、
個
人
住
民
税
も
全
て

特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
原
則
、
普
通
徴
収
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
（
給

与
支
払
報
告
書
、
総
括
表
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
普
通
徴
収
希
望
」

は
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
）。

問
合
せ
先

下
田
財
務
事
務
所
管
理
課

緯
厩
２
０
１
３

税
務
課
市
民
税
係

緯
鰻
２
２
１
８

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

方
は
、
所
得
税
の
軽
減
・
免
除
が

受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、

源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、

廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
の
自
動
車

重
量
税
の
還
付
な
ど
の
特
例
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
税
に
つ
い

て
も
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

自
動
車
税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

所
得
税
な
ど
国
税
に
関
す
る
こ
と

下
田
税
務
署

緯
鰻
０
１
８
５

自
動
車
税
な
ど
県
税
に
関
す
る
こ
と

下
田
財
務
事
務
所
緯
厩
２
０
１
２

市
民
税
な
ど
市
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
市
民
税
係
緯
鰻
２
２
１
８

６
月
か
ら
８
月

は
夏
期
営
業
時
間

と
な
り
、
平
日
の

午
前
も
遊
泳
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

夏
期
営
業
時
間

○
火
曜
日
～
金
曜
日

午
前

時
～
午
後
８
時

分

１０

３０

○
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

午
前

時
～
午
後
６
時

分

１０

３０

問
合
せ
先

敷
根
公
園
屋
内
温
水
プ
ー
ル

緯
姥
６
３
３
３

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
支
援

す
る
た
め
に
、
左
記
の
と
お
り
義

援
金
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
日

９
月

日（
金
）
ま
で

３０

受
付
場
所

福
祉
事
務
所
窓
口
（
市

役
所
に
募
金
箱
も
設
置
）、
郵
便

局
・
各
銀
行
窓
口

問
合
せ
先

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

緯
鰻
２
２
１
６

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

事
業
主
の
皆
様
へ
！

個
人
住
民
税
は
全
て
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）と
な
り
ま
す

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

6
月
1
日
～

日
は

30

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
へ

加入者名口座番号

日本赤十字社
東日本大震災義援金

００１４０－８
－５０７

郵 便 局

日本赤十字社静岡県支部
東北関東大震災義援金

本店 普通
１５５４２６１

静 岡 銀 行

日本赤十字社静岡県支部
東北関東大震災義援金口

静岡支店 普通
２５４９６２７

清 水 銀 行

静岡支店 普通
２８９１３８４

スルガ銀行

東日本大震災義援金口座一覧

※期間中の振込手数料は免除されます。受領証についての詳
細は左記までお問い合わせください。

敷
根
プ
ー
ル

夏
期
営
業
時
間
の
お
知
ら
せ


